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≪ 掲載内容 ≫ 
・第 56 回全九州ろうあ者大会 

・第 35 回全九州手話通訳者研修会 
 

 
平成１９年９月８日（土）～９日（日）、

宮崎市において標記の大会と研修会が開催

されました。併催になって４回目、九州各

県から約１０００名の参加があり、さらに、

東国原英夫知事も前夜祭にサプライズ参加

されました。各分科会の様子を参加者に紹

介していただきました。 

 

＜記念講演＞ 

「私たちが大切にしている事」 

 

 
今回の全九州ろうあ者大会の記念講演は

早瀬夫妻でした。最初に早瀬久美氏が「わ

たしがめざす薬剤師像」というテーマでご

講演されました。薬剤師免許を取得するま

での苦労、取得して就職しても薬剤師とし

て患者さんと接する業務ができなかったこ

となど、悩みながらも、自分の目指す薬剤

師とは何かを話してくれました。 
 後半は、早瀬憲太郎氏の講演でした。最

初に驚いたのは憲太郎氏の手話がとても大

きく会場の後ろのほうでもとても見やすい

ことでした。ＮＨＫの番組でもおおきな手

話をすると思っていましたが、実際はそれ

以上でした。講演の内容もとてもおもしろ

く、随所にユーモラスな話題を入れながら

観衆を惹きつけていました。特におもしろ

く、感心した話では、「（頭痛の人に）頭痛

いの大丈夫？」と表すのに私達なら「（頭部

で）痛い」「大丈夫」と表しますと思います

が、若い人（学生）は、額の部分で「大丈

夫」と表すそうです。もし、腰が痛いけれ

ば、腰の部分で「大丈夫」、おしりならおし

りで「大丈夫」と表すとか・・・・ 会場

は笑い！笑い！笑い！の渦でした。私も爆

笑させて頂きながらも、便利が良さそうな

ので自分でも使ってみようと思いました。

また、若いろう者と高齢のろう者を引き合

わせると最初は、憲太郎氏が通訳として入

らないと手話が通じなかったこと、回数を

重ねることでお互い通じることができるよ

うになったとの話は、世代によって手話が

違っていても、同じろう者、コミュニケー

ションを重ねることで、お互いの手話を獲

得していくものだと思いました。そして、
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自分は、ろう者と接しようとすることが少

ないから手話が身についていかないなぁ～

と対話をすることの大切さを学ばさせて頂

きました。他にも、「早瀬道場」の話やろう

児向けに作成したビデオの失敗話、（ここ

が一番おもしろくドキドキしながら、見て

いましたが）学生時代の恋愛話など、観る

ものを笑わせながらも憲太郎氏が取り組ん

でいることを熱く語ってくれました。いく

らあっても足りないのは時間、あっという

間にお二人の講演は終わってしまいました。

短くも大変充実した講演を拝聴することが

できました。 
大分県（武原 孝司） 

 
 
 

＜研修会に参加して＞ 

第 56 回全九州ろうあ者大会（第３５回全

九州手話通訳者研修会）、今年は宮崎県であ

るということで東国原知事にも会えるかも

（？）というワクワクした気持ちもありま

した。 
結局、私は知事には会うことは出来ませ

んでしたが「手話落語」に出会えたことは

すごく衝撃的でした。持田隆彦氏の手話落

語！！研修分科会の講座中、失礼ながら居

眠りをしかけていた私も目パッチリで笑い

もあり、ろうあ者からみた通訳、勉強にも

なり面白くすごいなぁ～と思いました。 
参加できたことに感謝しています。あり

がとうございました。 
佐賀県（宮崎 幸子） 

 

＜第１講座＞ 

「聴覚障害者の暮らしと手話通訳」 

 

全国手話検定試験実施の意義と課題 

（講師 全国手話研修センター 

 事務局長 小出新一氏） 

 まず、試験実施の背景と意義について話

がありました。実施の背景には、ろう者の

「完全参加と平等」のためには多くの人々

が自由にろう者とコミュニケーションがで

きるようになることが大切である、との理

念があるそうです。 

「手話ができる」ことと「手話通訳がで

きる」ことは違う、とよく言われます。通

訳に関しては、平成元年から手話通訳士試

験、平成１０年から全国統一試験が実施さ

れていますが、これらの試験はとても合格

率が低いのが現状です。現在、手話に興味

を持ち、手話サークルに通っている人やテ

レビの手話講座を視聴している人は数多く

います。また学校教育においても手話が題

材に用いられることがあります。これらの

手話学習者に協力者・理解者になってもら

うために「全国手話検定試験」が整備され

たそうです。 

 また、昨年度行われた第１回試験の概要

と反省、第２回試験に向けての改良等につ

いて話がありました。試験の内容や方法に

加えて、面接官の確保と育成が課題となっ

ているとのことです。 

私自身も、試験を受けることで、目標が

できたり、励みになったりすることがあり
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ます。しかし、試験合格のため、単語の習

得だけ、技術の向上だけを目指してしまっ

てはいけません。ろう者との関わりを広げ

ることを目指しながら、試験の制度を有効

に活用していければと思いました。 

熊本県（吉野 綾） 
 

 

＜第２講座＞ 

「豊かな手話通訳を目指して」 

 
「～語ろう！21 世紀の手話･自立･福祉制

度のあり方を！～」のテーマの下、＜第 35
回全九州手話通訳研修会＞に参加してきま

した。 
私は、担当講師.手話通訳活動あり方検討

委員会 森川美恵子氏の、第 2 講座（豊か

な手話通訳を目指して―手話通訳の基礎・

いきいきストレッチ）を受講させていただ

きました。 
まず手話通訳技術についての項ではワーク

を通して、コミュニケーションは、会話だ

けではない身体でもメッセージを伝えてい

るのですと、基本とその大切さを教えてい

ただきました。コミュニケーションとは[人
が人に働きかけるすべての行為であり、そ

のことにより、情報･感情･信頼等を共有す

るもの、そして発達していくもの]とのこと

から手話通訳の業務の中に、「コミュニケ

ーション」を支援していくという大切な役

割があることを忘れてはいけないとのお言

葉でした。 
また、手話通訳の技術についての項では、

[表現技術]・[翻訳技術]・[手話通訳実践技術]

と大きく体系付けられているが、技術・能

力が高いだけではだめであること、「熟達

した手話通訳者・士」と｢経験数の少ない手

話通訳者｣との間に基本的なところでの観

察点の違いがあり、この「観察」が重要な

技術になっていますとのことからこの[観察

の技術]も手話通訳の技術体系に追加したと

のことでした。 
実践技術を高める事例検討の項では、事

例検討の目的・またなぜ必要なのか？「何

のために？何をどうしたいのか？そして何

をすべきなのか？を意識して考えそして集

団で考えていくことが大切です」と、いろ

いろのご自身の体験などを通して熱く講義

していただきました。 
最後に、手話通訳において、利用者と同

じ心の状態を体験するのではなく、同時に

援助者としての冷静さも保たなければいけ

ないとし、[他人の頭の中を想像する能力が

高い人ほど、優れた手話通訳をなしえる]、
想像しながら、共感しながら通訳者として

の感性を磨いてください、そして「あなた

はどんな通訳者になりたいですか？」と問

いかけられ、「どんな通訳者になりたいの

か、自分の目標・理念をしっかりともって

進むこと、これが大切です」と締めくくら

れました。 
先生のいきいきとした生き方、ほのぼの

とした優しさのお人柄がそのまま伝わって

この方は利用者に愛されているんだろうな

と思わせていただきました。 
その後のヘルスケアー･トレーナー 井

出政子先生の[いきいきストレッチ]では、健

康管理と対策・予防について「心身の疲労

を排除する[こつ]は、安静よりも症状に合っ

た対処法に取り組むことでしょう」と巧み

な話術とともに楽しくストレッチのやり方

を教えていただきました。 
お二人の先生から心も身体もほぐしてい

ただいて、やる気と元気を頂いた嬉しい１

日でした。本当にありがとうございました。

裏方で支えてくださったスタッフの方々お

世話になりました。 
宮崎県（吉田 きみよ） 
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 去る９月８～９日、今、日本で１番有名

な県、宮崎にて第３５回全九州手話通訳者

研修会が開催されました。私は第２講座「豊

かな手話通訳を目指して」を受講。講師は

全通研・あり検委員会委員 森川美恵子氏。 
手話通訳業務の中に、「コミュニケーシ

ョン」を支援していくという大切な役割が

ある事を忘れてはいけない。常にどんな出

来事も通訳者の「目（観察力・価値観等）」

を通して行っている事を忘れてはいけない。

通訳者はフィルターである。といった内容

のお話がありました。 
そして、昼食を挟み午後からは「いきい

きストレッチ」。講師はヘルスケアトレーナ

ー 井手政子氏。 
貯め寝が出来ないように運動貯めもでき

ない事、１週間に１度激しい運動をするよ

り１日１０分のストレッチの方がいいと面

白、可笑しく話して下さいました。始め前

屈～硬い体に泣き笑いしながらストレッ

チ・・・最後に再び前屈～。最初床に手が

つかなかった人も手がついてる～～～。会

場全体が「オオ～～」と感激の声と息に包

まれ自然と拍手が・・・ 
先生の体は、スタイルがいいのは勿論、ラ

インがとっても綺麗でした。 
私は森川氏が問われた「あなたはどんな

通訳者になりたいですか？」を常に頭にお

き、意識して手話通訳をし、そしてストレ

ッチを実践していきたいな～とこの研修会

を受け強く感じました。 
佐賀県（井上 恵美子） 

 

＜第３講座＞ 

「九州手話サークル連絡協議会担当講座」 

 

１）宮崎県手話サークルの活動「防災」 

災害が起こる度に人ごとではない。何

故なら、私の息子は聴覚障害者だか

ら・・・・・。一緒に暮らしている今は

まだいいけれど、離れて暮らすようにな

ったら、やはり情報の遅れは否めないと

思う。もし寝ていたら、危険を知らせよ

うとドアベルを押し、部屋の中でフラッ

シュが点灯しても、ドアを叩いても聴こ

えない。逃げ遅れて死んでしまうの

か・・・・。何か振動して伝えるものを

開発して欲しい。聴覚障害者のみならず、

盲ろう者にとっても必要と思う。災害時

の研修で気付いたことを通し考える。 

 

２）「京都みみずくの歴史を学ぶ」 

日本で最初にできた手話サークル「京

都のみみずく」で、発足当時からずっと

関わってきた持田さんの話。中島ちよみ

さんと言う熊本出身の方。看護婦として

就職(上京)当時看護婦は患者に対し「文

句をいうな！」「贅沢を言うな！」と言う

態度に疑問を持っていた。そんな時、ろ

うあ者が入院したことをきっかけに、も

っと人間とふれあいたいと思った。（今

迄、病人と言う名前の物をみていた。感

情のない物とみていた）人として尊重し

て接しようという思いが、みみずくの発

足となる。サークルとして活動する中で

ろうあ者の生活から学ぶ。ろうあ者の暮
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らしを基本にすえて、共に歩む。その中

からいろいろな疑問や問題点がみえてき

て、一緒に取り組んでいく。福祉とは、

要求の無い所には福祉は育たない。今も

日々、頑張っている。 

鹿児島県（酒匂 好子） 

 

 

聴覚障害者問題に関わる研修分科会 

『教育問題（福祉関連）』分科会 

 
聴覚障害者問題に関わる研修分科会『教

育問題（福祉関連）』に参加しました。講師

は３名で、まず財団法人全日本ろうあ連盟

理事長の安藤豊喜氏の講演。「ろう学校と

特別支援教育」というテーマで、ろう教育

の二十世紀と二十一世紀の状況、今後の特

別支援教育の方針などについてでした。内

容としては、二十世紀の教育方法では、学

力・読み書き能力の停滞という問題点はあ

ったが、技術を持って経済的な自立が出来

ているろう者が多い事は素晴らしい事。ま

た、二十一世紀の教育的条件では、選択肢

の持てる教育環境を基本とし、「絶対手話」

という意味ではなく「手話」を選択肢の一

つとして欲しい事。特別支援教育について

は、今後のろう学校の校名では「ろう」や

「聴覚」といった言葉を取り入れ、ろう児

が通っている事が分かるような校名にして

欲しいという事、ろう児の教育においては

「ろう児同士の集団」と「ろうモデル」が

必要であるという事でした。 
二人目は九州聴覚障害者団体連合会理事

の太田陽介氏、三人目は宮崎県聴覚障害者

協会理事の堀口靖之氏の講演。太田氏はご

自分のろう学校時代のお話を、堀口氏は聴

覚障がいを持った二人のお子さんの教育と

ろう学校についてのお話でした。 
テーマはそれぞれでしたが、みなさんろ

う学校とその思い出を大切にされているこ

と、そして今後のろう学校に不安を持ちな

がらも期待している事が伝わってきました。 
長崎県（川原 みゆき） 

『福祉問題（福祉関連）』分科会 

 

 ９月８日宮崎市において第３５回全九州

手話通訳者研修会が開催されました。私は

「福祉問題」の分科会に参加しました。午

前中は基調講演があり、講師に厚生労働省

社会・援護局障害保険福祉部 企画課地域

生活支援室 情報支援専門官の青木建氏よ

り「障害者自立支援法におけるコミュニケ

ーション支援の最新動向について」のテー

マで講演がありました。講演の内容として

は、昨年から施行された障害者自立支援法

ができた背景、地域生活支援事業の目的や

事業内容の説明、また「コミュニケーショ

ン支援事業は、日常生活に不可欠かつ基本

的な支援であり、国は基本的な考え方や施

策の方向性を示し、市町村は障害者ニーズ

や地域の実情を把握し、自治体の責任と裁

量に基づき創意工夫を凝らし事業を実施す

るので役割は重要である、地域の実情を把

握し地域全体で障害者を支える力を高める

観点から、関係団体とのネットワーク構築

が重要であると確認しました。自治体の取

組みとして災害時の対応、情報・相談支援

など実施内容が紹介されました。 

午後は「地域生活支援事業から考える地

域活動に求められるものとは」というテー

マでシンポジュームが開催されました。パ

ネラーには、宮崎県障害福祉課身体障害者

福祉担当の赤川氏と長崎県相談員の本村氏、

兵庫県ろうあ者巡回相談員の水田氏、九聴

連の比嘉福祉対策部長をコーディネーター

で行われました。赤川氏より宮崎県が取り
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組んでいる事業の報告、本村氏や水田氏よ

り長年相談業務を続けてきた経験が紹介さ

れました。相談業務の中で感じた疑問や要

望等が出され青木氏から助言をいただき議

論を深めました。相談員に依頼される内容

は災害・就労・子育て・マルチ商法等さま

ざまであり、相談員一人で問題を解決する

には限界があります。相談内容によってど

の関係団体へつなげていくかが相談員の調

整力であり、関係団体とのネットワークが

需要であることが確認されました。 

大分県（松本 年明） 

 

 

『福祉問題（福祉関連）』分科会 

 

情報支援専門官の青木氏の基調講演は障

害者自立支援法のできた背景と目的をもう

一回確認し、最近の動向の話があった。 

まず、研修会は、★学ぶ機会 ★振り返

る機会 ★仲間作りの機会だ。 

１、障害者福祉の動向 

（１） 障害者自立支援法ができた背景

と目的 

（２） コミュニケーション支援事業の

内容 

（３）効果的な取り組みのポイント 

２、コミュニケーション支援に関する最近

の動向 

①災害時の対応 

②情報・相談支援等 

③国連の障害者権利条約について 

④手話講習会の受講者の通訳登録数が減

少している。 

等の講演があった後、午後からは相談員

の方々のシンポジウムがあった。 

ろうあ者相談員の位置付けが弱い、相談

を持っていく場所がなく、自分で抱え込ん

でしまう。急に何か起こった時の支援方法

がない、相談員の資格は持っているが、相

談の場所が少ないため、相談できない。な

ど、相談員の方々の大変な状況がわかりま

した。 

一人の肩にかかる重さは並大抵ではない。

早急に方法を考えなくてはならないのでは

と思いつつ、では、どういう方法が良いか？

と考えると、なかなか前には進まない。鹿

児島県でも同じような状態が起こっている

のでは？すぐに解決は無理でも、第一歩を

踏み出さなくてはと思いながら、聞くこと

でした。 

まとめとして、青木氏からは、国として

指導はできない。各自治体に自由にやって

もらう。 

自立支援法では、ないものは作る。そし

て、気づくことが大切。あるのか、ないの

かを調べ、あるものはまねるという方法。

３年後の見直しではなく、日々の見直しが

必要。 

特に今の時代は、『ホウレンソウダネ』 

ホウ→報告 レン→連絡 ソウ→相談 

ダ→打診 ネ→根回し 

が必要ということを話されました。これか

らの活動の参考になりました。 

宮崎の皆さんは、準備等本当に大変だっ

たことでしょう。お疲れ様でした。アロハ

シャツの衣装が南国宮崎にふさわしく、係

りの方だとすぐわかって良かったです。 

鹿児島県（塩屋 壽子） 
 

 

『手話』分科会 

 

２００６年１２月１３日、国連総会にお

いて、『手話は言語である』と定義した「障

害者権利条約」が全会一致で採択されまし

た。ただし、日本としての批准はまだです。

「障害者権利条約」の中で、ろう者にとっ
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て大切なポイントとなる４つのことについ

て、（社福）全国手話研修センターの高田英

一常務理事に学びました。 

 その４つのポイントとは、 

１． 声語と手話を言語と定義（＝「手話

は言語である」） 

２． 『ろうコミュニティー』『ろう文化』

の尊重 

３． 手話教育の権利 

４． 手話通訳の保障 

１～４は、どれも相互につながっている、

源流は一つなんだなと思ったことが、「ろ

う教育の考え方について、どうしても意見

が食い違う。」というお話でした。これまで

ずっと続いてきている聴覚口話教育は、今

ある社会に合わせて、聞こえない個々人が

上手く発声する努力、口形を読み取る努力

をし続けなければいけないという考え方で、

それに対し、高田氏の考えはあくまで手話

教育です。言語である手話の力を養い、そ

れによってリテラシーを高めつつ個々人が

成長し、新しい社会を創っていく。そのた

めには、ろう教育のもつべき役割はとても

重要だという考えでした。ここには書き切

れないほど多くの、説得力あるお話に目か

ら鱗の連続でした。 

熊本県（柿本 敦子） 

 
 

 

『青年』分科会に参加して 

 

 「仲間づくり・学習作り・要求づくり」

の青年部にふさわしく、良い学習会でした。 

始めの「第５回世界ろう者会議に参加して」

と九聴連の青年部長の小野さんの話は、と

ても興味深く、その会議の緊張、感動が伝

わってきました。世界での活躍するろう青

年の姿は、私たち手話関係者の誇りでもあ

るなぁと感じました。 

 座談会では、まずはテスト。ろうあ運動

や青年部活動についての歴史を学んで、今

私たちに何ができるのか・・・と話し合う

姿がそこにありました。 

青年部の減少がどこも課題で、なかなか難

しい面もあるけれど、仲間作りを大切にこ

れからも頑張って欲しい・・それを応援で

きたらな・・と思いました。 

 その後は「ろう史を知ろう！学ぼう！」

と「青年よ、大志を抱け！～青年部のみな

さんへエール～」というテーマであのＮＨ

Ｋニュースキャスターの那須氏が講演しま

した。 

 歴史の中で、以前聞いたことがある内容

と似ていましたが、何度聞いても新たな発

見があり、興味深かったです。また第２部

では、今社会の中では新しい言葉が日々生

まれているけれど、それを知らないままに

するのではなく、意味を学び、手話を覚え、

みんなで学習していくことが大切だと言わ

れていました。それは、ろう青年だけでな

く、私たちも同様だと思いました。 

 そして夜。前夜祭が終わった後の青年部

の交流会。早瀬夫妻や那須さんも参加して

くださり、たくさんの方といろんな話がで

き、とても有意義な時間を過ごしました。 

 同年代のろう青年との交流は、活動して

いく中でも本当大切なものだと感じ、たく

さんのことを得た時間でした。 

長崎県（三池 里美） 

 

 

『高齢者』分科会 

午前中は「日常生活用具、詐欺などの被

害に遭わないために」をテーマに日常生活

用具の説明があり、申請は障害者自立支援

法により収入のない人も一割負担となった

ことについて、負担金額の例をあげ分かり
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やすく説明がありました。 
 詐欺に遭わないためにでは、初めに「だ

まされやすさ心理チェック」をみんなでや

ってみました。○がいっぱいある人は騙さ

れやすいので注意しましょうと話しがあり、

悪徳商法や振り込め詐欺、訪問販売などの

被害を防ぐためには、被害にあった時の対

処法について詳しく説明がありました。 
悪徳商法被害を防ぐ７原則 
① いらないときは、きっぱり断る。 
② すぐに契約したり、お金を払ったりし

ない。 
③ 強引な勧誘や契約に特に注意する。 
④ 見知らぬ人からの誘い（来訪・電話・

路上での呼び止め）には応じない。 
⑤ 必要なものか、もう一度冷静に考える。 
⑥ 「うまい話には必ず裏がある」ことを

忘れない。 
⑦ 迷ったり困ったりしたら、隣人・友

人・民生委員・ろうあ者相談員・ろう

あ協会役員などに相談する。 
最後に、学ぶということに終わりはない。

情報を得る工夫（努力）をしましょうと話

され講演は終了しました。 
 午後からは詐欺被害の体験談が交わされ

たり、テーマに関しての盛んな質疑応答が

ありました。 
 詐欺などの被害はあとを絶ちません。講

師より悪徳商法の本質は脅迫もしくは心理

学を利用した詐欺だと話がありました。被

害に遭わないよう日頃から情報収集すると

共に心の準備が必要だと感じた、いい分科

会でした。 
福岡県（西 えりな） 
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第５７回全九州ろうあ者大会 

第３６回全九州手話通訳者研修会 

平成２０年９月１２日～１４日 熊本開催!! 

大会テーマは  

「人間の尊厳・平和なくらし・・・そして夢を!!」

編集後記 

今年の夏は、記録的な猛暑で各地の紅葉の見

頃もかなり遅くなっているとか・・。これも地

球温暖化の影響でしょうか！？ 
東国原知事が前夜祭に急遽駆けつけられまし

た。会場の皆さんとも気軽に写真撮影に応じら

れましたが、この紙面への写真掲載は差し控え

させていただきました。        


